
（5）　　2023年（令和５年）４月30日 第262号あ か し 市 議 会 だ よ り

特別養護老人ホームの整備
市有地の公募は不調

再募集と既存施設の転換へ

不足する教職員
県教委へ定数確保を要望
臨時講師確保にも全力

問�　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
以
下
特
養
）
の
施
設
整

備
が
進
ま
ず
、
令
和
４
年

度
補
正
予
算
で
は
11

億
６
千
万
円
が
減
額

さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
方
針
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画

に
定
め
る
特
養
１
４

８
床
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
建
築
費
の

補
助
や
市
有
地
で
あ

る
魚
住
清
掃
工
場
跡

地
で
特
養
の
整
備
事

業
者
を
公
募
し
た
が
、

問�　
Ｊ
Ｔ
工
場
跡
地
や
大
久

保
市
民
セ
ン
タ
ー
、
大
久

保
駅
周
辺
の
総
合
的
な
環

境
整
備
の
議
論
も
な
い
中
、

大
久
保
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー

に
図
書
館
を
含
む
複
合
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
だ
け

が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
市
民
と
の
合
意

形
成
を
図
る
気
配
も
感
じ

ら
れ
ず
、
調
査
や
計
画
策

定
も
さ
れ
て
い
な
い
段
階

で
大
久
保
駅
前
複
合
施
設

の
基
本
設
計
費
を
令
和
５

年
度
予
算
と
し
て
計
上
す

る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答�　
大
久
保
駅
前
複
合
施
設

の
基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、

い
き
な
り
着
手
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
整
備
計

画
（
素
案
）
を
策
定
し
、

議
会
に
説
明
し
た
後
、
地

域
の
意
見
を
聴
取
す
べ

く
市
民
参
画
の
手
続
き

を
進
め
る
予
定
だ
。
さ

ら
に
、
基
本
設
計
に
着

手
し
た
後
も
議
会
へ
の

説
明
や
市
民
意
見
の
聴

取
は
し
っ
か
り
と
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。��

　
�　

な
お
、
今
後
の
Ｊ
Ｔ

問�　
昨
年
12
月
議
会
で
泉
市

長
か
ら
西
明
石
、大
久
保
、

二
見
で
図
書
館
を
整
備
す

る
方
針
が
示
さ
れ
、
３
月

議
会
に
新
年
度
予
算
案
が

計
上
さ
れ
た
。
図
書
館
整

備
は
賛
成
だ
が
、
整
備
場

所
な
ど
地
域
住
民
の
意
見

を
聴
取
し
た
上
で
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
整
備

内
容
や
運
営
費
の
見
込
み
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

市
の
見
解
を
聞
く
。

答�　
西
明
石
と
大
久
保
に
は
、

図
書
館
を
含
む
複
合
施
設

を
整
備
し
、
二
見
は
大
型

商
業
施
設
内
へ
の
設
置
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
お

り
、
方
向
性
が
決
ま
れ
ば

議
会
へ
報
告
す
る
。
整
備

場
所
と
し
て
西
明
石
は
移

設
す
る
サ
ン
ラ
イ
フ
明
石
、

大
久
保
は
駅
の
南
北
ど
ち

ら
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
良

い
駅
直
結
の
駅
南
ロ
ー
タ

リ
ー
と
し
て
い
る
。
運
営

費
は
、
３
館
合
わ
せ
て
年

間
２
億
円
程
度
の
予
定
だ
。

　

�　
な
お
、
大
久
保
は
、
特

に
市
民
ニ
ー
ズ
が
高
い
地

域
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
は

整
備
計
画
（
素

案
）を
作
成
し
、

議
会
や
地
域
住

民
へ
の
説
明
を

行
っ
た
上
で
整

備
計
画
を
策
定

し
、
令
和
５
年

度
中
に
基
本
設

計
に
着
手
し
た

い
。
施
設
は
５

階
建
て
、
整
備

費
は
約
20
億
円

を
見
込
み
、
基

本
設
計
な
ど
の
予
算
５
８

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

工
場
跡
地
等
の
利
活
用
に

関
し
て
も
、
今
後
実
施
さ

れ
る
地
域
住
民
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
等
を
議

会
に
報
告
し
た
上
で
市
民

意
見
を
聴
取
し
、
市
民
と

の
合
意
形
成
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問�　
学
校
現
場
は
深
刻
な
教

員
不
足
だ
が
、
新
年
度
の

状
況
と
欠
員
を
解
消
す
る

た
め
の
方
策
を
聞
く
。

答�　
現
在
、
少
人
数
授
業
の

た
め
の
加
配
教
員
や
専
科

教
員
が
配
置
で
き
て
い
な

い
学
校
が
あ
る
。加
え
て
、

年
度
途
中
の
病
休
、
産
休

や
育
休
に
対
す
る
代
替
教

員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
。

　

�　
各
学
校
で
は
、
全
て
の

教
員
が
多
く
の
業
務
を
抱

え
る
中
、
児
童
生
徒
の
学

び
を
保
障
す
る
た
め
教
員

同
士
で
補
い
合
っ
て
い
る
。

　

�　
市
教
育
委
員
会
は
、
新

年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

県
教
育
委
員
会
に
教
職
員

定
数
の
確
保
を
強
く
要
望

し
、
そ
の
結
果
、
昨
年
度

よ
り
多
く
の
新
任
教
員
が

配
置
で
き
る
予
定
だ
。

　

�　
ま
た
、
昨
年
度
に
確
保

で
き
な
か
っ
た
加
配
教
員

や
産
休
、
育
休
等
に
対
す

る
代
替
教
員
の
確
保
の
た

め
に
、
臨
時
講
師
の
名
簿

登
録
を
し
て
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
大
学
の
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
や
過
去
に
臨

時
講
師
の
経
験
が
あ
る
人
、

定
年
退
職
し
た
教
員
に
も

依
頼
す
る
ほ
か
、
広
報
あ

か
し
や
市
教
育
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
求
人
情
報

を
掲
載
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
に
よ
り
教
員

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

建
築
資
材
の
価
格
高
騰
や

福
祉
人
材
の
不
足
な
ど
の

要
因
が
重
な
り
決
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
施
設
の
規
模
や
土
地
の

提
供
方
法
な
ど
の
条
件
を

見
直
し
た
上
で
再
募
集
を

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
事

業
者
が
希
望
す
る
場
所
や

条
件
等
で
整
備
で
き
る
民

有
地
の
募
集
も
早
急
に
実

施
し
た
い
。
な
お
、
既
存

施
設
の
転
換
に
よ
る
整
備

も
進
め
て
お
り
、
４
年
度

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
一

部
を
特
養
に
転
換
す
る
募

集
に
対
し
て
25
床
の
応
募

が
あ
り
、
現
在
、
選
定
事

務
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
特
養
の
代
替
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
70
床
、
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
27
床
の

整
備
も
進
め
て
い
る
。

問�　
明
石
市
立
市
民
病
院
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
の
評
価
と

今
後
の
運
営
形
態
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
市
民
病
院
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

い
ち
早
く
整
え
、
市
内
で

唯
一
の
重
点
医
療
機
関
と

し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で

延
べ
１
４
０
０
人
を
超
え

る
感
染
症
の
軽
症
・
中
等

症
患
者
な
ど
を
受
け
入
れ

て
き
た
。
ま
た
、
障
害
者

や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場
と

し
て
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
自
治
体
病
院
と
し

て
の
存
在
意
義
を
示
し
た

と
認
識
し
て
い
る
。

問�　
市
立
明
石
養
護
学
校
で

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
導
入
さ
れ

る
。
市
内
に
は
同
校
以
外

の
学
校
に
通
う
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
も
い
る
が
、
移
動
支
援

や
学
校
の
環
境
整
備
な
ど
、

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
く
。

答�　
通
常
地
域
の
学
校
に
通

学
す
る
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
て
は
、
主
治
医
の
指
示

に
基
づ
く
個
別
の
ケ
ア
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
看

護
師
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
吸
引
や
経
管
栄
養
な

ど
の
医
療
的
ケ
ア
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生

徒
の
実
態
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者

と
学
校
が
主
治
医
の
見
解

を
踏
ま
え
て
慎
重
に
協
議

し
、
安
全
で
安
心
な
方
法

を
実
施
し
て
い
る
。　

　

�　
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
の
障
害
者
施
策
の
動
向

を
注
視
し
、
関
係
課
と
協

力
し
な
が
ら
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　

�　
な
お
、
車
い
す
等
の
児

童
生
徒
が
快
適
に
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
多

目
的
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
整
備
、
段
差
の
解

消
、
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
な
ど
、
学
校
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。　

　

�　
平
成
23
年
10
月
に
地
方

独
立
行
政
法
人
へ
移
行
し

た
市
民
病
院
は
、
柔
軟
性

や
機
動
力
を
生
か
し
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
や
経

営
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
引
き

続
き
各
関
係
機

関
と
情
報
共
有

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
認
識

を
共
有
し
、
市

民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
と

と
も
に
歩
み
続
け
る
病
院

経
営
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
。

事業者を募集する魚住清掃工場跡地

大
久
保
駅
周
辺
の
市
有
地

�

図
書
館
整
備
の
み
先
行

�

市
民
と
の
合
意
形
成
は

大久保駅南ロータリー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
い
ち
早
く
対
応

軽
症
・
中
等
症
患
者
１
４
０
０
人
超
を
受
け
入
れ

�

地
域
と
と
も
に
歩
む
市
民
病
院
へ

市民の命と健康を守る

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒

　

�

地
域
の
学
校
へ
の
通
学
保
障

�

移
動
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

新たな図書館の整備
地域住民の意見を大切に
丁寧に進めるべきではないか

新たに３図書館を整備予定


